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Smartphone supports patients and selects priority in disaster sites 

－ 災害対応傷病者情報管理システム － 

電子トリアージ 
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会社紹介 

東京エレクトロニツクシステムズ株式会社 
（通称ＴＥＣＳ（テックス）） 

本社所在地 
神奈川県川崎市幸区小向東芝町１番地 
TEL：０４４－５４８－５２７１ 
http://www.toshiba.co.jp/tecs/index_j.html 

災害医療事業部門所在地 
東京都府中市日鋼町１番地１ Jタワー低層棟２F 
メディカルICT事業推進グループ 
TEL：０４２－３６７－５１８１ 
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本日お話しする内容 

過去の災害から医療現場が学んだこと 
災害医療ソリューション 
３ＳＰｉｄｅｒｓのご紹介 
自治体地域防災計画への適用可能 
範囲 
レジリエントな社会の実現に向けて 
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過去の災害から医療現場が学んだこと 
災害医療ソリューション 
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阪神淡路大震災 １９９５年１月１７日 
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神戸大学附属病院 

Ｋ病院 

患者数 

366人 

1033人 

医師数 

122人 

7人 

患者/医師 

3.3 

147.6 

神戸大学附属病院 Ｋ病院 

阪神淡路大震災 あの日の現実 

（兵庫県災害医療センター中山伸一先生 提供） 

避けられた災害死の可能性 



© 2016 TOKYO ELECTRONIC SYSTEMS CORPORATION. Aｌｌ Rights Reserved. 

阪神淡路大震災 教訓＝情報不足 

•どこに 

•どのような患者が 

•どれくらいいて 

•何人の医療スタッフが対応していて 

•どのような応援が必要か 
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• 機動性を有する        ・・・ 車両・ヘリコプター 

• 専門トレーニングを受けた ・・・ 研修 

• 救命医療を行う        ・・・ 災害超急性期 

• 医療チーム          ・・・ 医師・看護師・ロジ 

阪神淡路大震災 教訓 
⇒ 2005年日本DMAT発足 

（大阪府立急性期・総合医療センター 提供） 
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阪神淡路大震災 教訓 
⇒ トリアージ(triage) 

＊歩行の 
可否 

可能 
緑：待機 

＊呼吸の 
状態 

不能 
不良 

良好 

＊血圧の 
状態 

不良 

良好 

赤：緊急 

赤：緊急 

＊意識の 
状態 

不良 

良好 

赤：緊急 

黄：準緊急 

災害カルテ 

紙製のトリアージタグ  
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ＪＲ福知山線脱線事故 ２００５年４月２５日 
死者107名、重軽傷555名 

たった数メートルの列車の幅で情報が分断 
アナログによる情報共有の弱点が露呈 
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東日本大震災 ２０１１年３月１１日 

押し寄せる大量の傷病者と分散した紙の 
情報から全体の傷病者の状況把握は困難 
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災害医療の課題 

東日本大震災 傷病者情報（紙に分散された情報） 

JR福知山線脱線事故 3.11 東日本大震災 

局所災
害 

大規模 
自然災害 

押し寄せる 
傷病者 

地下鉄サリン事件 

テロ災害 

氾濫する情報 

• どこに 
• どのような患者が 
• どのくらいいて 
• 何人の医療スタッフが対応していて 
• どのような応援が必要か 

正確でリアルタイムな情報が不可欠！ 

初期医療体制の早期確立 
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過去の災害から医療現場が学んだこと 
災害医療ソリューション 
３ＳＰｉｄｅｒｓのご紹介 
自治体地域防災計画への適用可能 
範囲 
レジリエントな社会の実現に向けて 

本日お話しする内容 
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災害医療ソリューション 

スマートフォンとICタグを「災害用電子カルテ」とした 

「災害医療」を支援するシステム 

紙であることの課題が 
数多く存在する 

濡れ, 破れ, 誤記, 誤読, 改変等に加え
情報が紙上に分散され共有が不可能 

トリアージタグ（紙製） スマートフォン＋ICタグ  
災害発生時における 
医療情報の強化 

我々の 
ソリューションにより 

要約 

現場と医療機関の情報交換・共有がスムーズとなり 

医療救護活動全体の効率化が図れる 

  災害発生時の 
   「情報の収集と伝達と共有」を実現したソリューション 

収集 共有 

伝達 

（災害対策基本法改正への対応） 
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災害医療ソリューション 

３ＳＰｉｄｅｒｓの機能活用によるソリューション提供 

情物一致機能（確実に患者の医療情報を伝える） 
   ICタグに情報を読み書きすることで、患者自身と患者の医療情報を常に一緒に管理 
   ICタグとスマートホンによる医療救護活動行為がそのまま現場情報として収集される 
   傷病者と同様､避難者にＩＣタグを取り付け､避難生活の管理として活用 

情報の「集中と分散」による管理機能（情報の冗長化） 
   サーバまたは通信インフラ障害時にもＩＣタグの情報（分散）で、スタンドアローンで診療継続可能 
   サーバまたは通信インフラ復旧時にそれまでの診療情報を全てサーバに送信（集中）可能 

クロノロジー機能／ＴＯ＆ＤＯ機能 
   クロノロジー機能により現場の状況を文字並びに映像（スマホの機能活用）で情報共有 
   ＴＯ＆ＤＯ機能により本部からの指示を現場作業者に送ることが可能 
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３ＳＰｉｄｅｒｓのご紹介 
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システム概要 

Android端末

医師や看護師が医師や看護師が
使用使用

ICタグ

診断結果診断結果

Android端末

医師や看護師が医師や看護師が
使用使用

ICタグ

診断結果診断結果

ノートPCタブレットPC

ネットワーク機器

無線LAN

アクセスポイント

データ
ベース

LAN

LAN

Android端末

状況把握・指示状況把握・指示診断結果診断結果

医師や看護師が医師や看護師が
使用使用

災害対策本部などで災害対策本部などで
使用使用

登録・集計登録・集計

ICタグ

診断結果診断結果

支援サーバ

ノートPCタブレットPC

ネットワーク機器

無線LAN

アクセスポイント

データ
ベース

LAN

LAN

Android端末

状況把握・指示状況把握・指示診断結果診断結果

医師や看護師が医師や看護師が
使用使用

災害対策本部などで災害対策本部などで
使用使用

登録・集計登録・集計

ICタグ

診断結果診断結果

支援サーバ

基地局

局地災害
ＥＲ救急

大規模災害

院内ではWi-Fiによる独自ネットワーク
により安定した通信状況を確保

広域災害救急医療情報システム
（ＥＭＩＳ）との接続（調整中）

衛星回線オプション
地上インフラ遮断時のバックアップ

インターネット
ＶＰＮ

履歴ﾃﾞｰﾀ

最新ﾃﾞｰﾀ

最新ﾃﾞｰﾀ

院内既設無線LAN

使用により導入費
削減可能
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DMAT活動に準拠した 
アプリケーション 

カメラで顔写真を撮影し 
登録するだけで患者IDを発行 
（個人の特定が可能） 
 
その他の入力可能項目 
氏名、年齢、性別 
生年月日、住所、電話番号 
家族連絡先、ほか 

患者識別 

患者受付（個人識別） 
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紙のトリアージタグ 

＊歩行の 
可否 

可能 
緑：待機 

＊呼吸の 
状態 

不能 
不良 

良好 

＊血圧の 
状態 

不良 

良好 

赤：緊急 

赤：緊急 

＊意識の 
状態 

不良 

良好 

赤：緊急 

黄：準緊急 

トリアージ（START法） 
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生理学的評価 

＊SpO2, 血圧は、省略
可能 

重症度の並び替えが 
可能となるように、 
呼吸、循環の 
評価項目は数値入力 

それ以外の項目は 
チェック形式 

活動性出血
「有り」で 
止血状態の 

入力項目を表
示 

トリアージ（PAT法１／２） 
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解剖学的評価 
全診察項目をスクロール表示 
チェックボックスで選択 

判定区分 
疑い病名を表示 

トリアージ（PAT法２／２） 
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DMAT活動に準拠した 
アプリケーション 

1.START法 

3.バイタルサイン 

（工夫点） 
トリアージ後も継続して 
バイタルサインを入力することで、 
トリアージ区分を更新 

2.PAT法 

＊区分は、最終のPATの解剖学的評価と 
  最終のバイタルサインより判定 

バイタルサイン 
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処置内容を 
項目チェックと数値で入力 

施行処置 
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災対本部支援アプリ（サーバー画面） 

情報集約・共有 

・収集と同時にサーバーに 
 情報が伝送し、 
 リアルタイムに情報が集約 

 
・一覧表が自動作成され、 
 傷病者の抽出、整列が可能 

 
・関係者全員で情報共有 
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スマホとＩＣタグ 
 患者のベッド脇で収集した情報が即座に
サーバに伝送 

 正確かつ十分な情報量が収集 
 自動的に一覧表作成 
 必要な項目での並び替えで、より緊急度の
高い患者の抽出が可能 

紙のトリアージタグ 
 患者のベッド脇にしかない情報 
 医療従事者が巡回してメモ 
 対策本部で手書きで一覧表作成 

傷病者一覧表の作成 
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傷病者別一覧画面（区分-赤：重傷者の抽出）  
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患者詳細画面  
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搬送予定患者の管理（搬送指示）  

本部から、診療者への情報伝達及び、一覧管理 
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多施設間でのデータ共有 
（搬送指示をトリガーにデータ転送）  

病院 空港搬送拠点 

病院サーバー 

本部PC 

搬送指示 

搬送拠点サーバー 

セキュリティ 
通信 

搬送拠点 PC 



© 2016 TOKYO ELECTRONIC SYSTEMS CORPORATION. Aｌｌ Rights Reserved. 

搬送拠点 受入予定一覧画面 
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データベースアプリケーション 

クロノロジー ： 災害時の活動記録のこと 
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対策本部での情報収集 

手書きによる収集 
 無線、電話等での現場連絡情報をメモ 
 メモをホワイトボードに一覧で書き写し 
 時刻順不同で経緯・経過の把握が困難 
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情報収集ツール(クロノロジー) 

クロノロジー：災害時系列記録 

画像／映像による現場情報共有 

スマホによる情報収集 
 現場で収集した情報が即座にサーバに伝送 
 正確かつ十分な情報量が収集 
 時系列に記録され、経緯・経過の把握が容易 
 文字に加え、画像・映像の情報も収集 
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データベースアプリケーション 
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安否確認画面 
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黒エリアの人定と遺留品 
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化学テロモード（原因物質同定を支援） 

 
 
 
 
 

すべての症状に各化学兵器ごとの 
重みづけがされており、 

原因物質ごとの合計点数を表示 
（原因物質の同定を支援） 

 

的確な早期治療を支援 
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過去の災害から医療現場が学んだこと 
災害医療ソリューション 
３ＳＰｉｄｅｒｓのご紹介 
自治体地域防災計画への適用可能 
範囲 
レジリエントな社会の実現に向けて 

本日お話しする内容 
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東京都地域防災計画（震災編）の場合 

地震前の行動（予防対策） 地震直後の行動（応急対策） 地震後の行動（復旧対策） 

初動医療体制の整備 

東京都災害医療コーディネーター等の設置 

負傷者の搬送体制を整備 

防疫体制の整備 

医薬品・医療資器材の確保 

医薬品等の備蓄及び供給体制の整備 

東京ＤＭＡＴカー等医療資器材等の充実 

医療施設の整備 

病院の耐震化など施設の機能維持 

災害拠点病院の機能確保のため充実強化 

遺体の取り扱い 

関係機関との連携による体制の整備 

初動医療体制の整備 

被害情報を効率的に（一元的に）集約して、東京都
災害医療コーディネータを中心に医療資源を活用
（◎） 

搬送先や搬送手段、方法など迅速な調整及び広域搬送拠点（SCU）と連携した広域搬送の実施（○） 

保健活動班・巡回精神相談チームなど医療支援（△） 

防疫体制の確立 

避難所における防疫体制の整備（△） 

感染症蔓延の予防、感染症流行状況の把握（△） 

医薬品・医療資器材の供給 

医薬品等の安定供給（○） 

医療施設の確保 

災害拠点病院を中心に医療機関の空床の利用や収容能力の臨時拡大を図るなど医療施設を確保 

医療機関及び救護所等の情報を収集、分析できる体制を整備（◎） 

行方不明者の捜索・遺体の検視・検案・身元 確認等 

行方不明者の捜索、収容、検視・検案・身元確認等
（○） 

火葬 

広域火葬体制の整備（△） 

３SPidersの導入と災害訓練による
情報連絡体制等整備を支援 

３SPidersを使用した医療救護活動 

（情報の収集・伝達・共有） 

第２部 第８章 医療救護等対策  第５節 具体的な取組 

：３SPidersが対応する具体的な取組（予防対策） 

：３SPidersが対応する具体的な取組（応急対策～復旧対策） 

応急対策～復旧対策への対応状況 

◎：対応済  ○：一部追加改修要  △：応用して開発 
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東京都地域防災計画（震災編）の場合 

地震前の行動（予防対策） 地震直後の行動（応急対策） 地震後の行動（復旧対策） 

避難体制の整備 

広域避難も含めた避難誘導の在り方検討 

災害時要援護者対策の強化 

避難所・避難場所等の指定・安全化 

避難場所・避難道路・避難所の確保 

避難場所・避難道路の安全化 

避難所の管理・運営体制の整備等 

避難所管理運営マニュアルの作成 

女性や災害要援護者の視点に立った体制 

避難誘導 

避難勧告・指示から避難誘導までの流れ 

被災者の他地区への移送 

被災者の移送先の決定（△） 

避難手段の確保及び実施（△） 

避難所の開設、運営管理 

避難所の開設、開設状況の報告（△） 

女性や災害時要援護者の視点に立った管理運営（△） 

動物の保護、避難所における飼養 

３SPidersを使用した避難所管理 

（情報の収集・伝達・共有） 

避難誘導時の災害時要救護者対策（△） 

避難所での食品の安全確保、衛生管理対策（△） 

ボランティアの受け入れ時の対応（△） 

第２部 第１０章 避難者対策  第５節 具体的な取組 

：３SPidersが対応する具体的な取組（予防対策） 

：３SPidersが対応する具体的な取組（応急対策～復旧対策） 

応急対策～復旧対策への対応状況 

◎：対応済  ○：一部追加改修要  △：応用して開発 

３SPidersの導入と災害訓練による
情報連絡体制等整備を支援 
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東京都地域防災計画（震災編）の場合 

災害拠点病院 

広域搬送拠点 

災害対策本部 想定被災現場 個人 

日常訓練 

現場訓練 現場訓練 

域内訓練 

広域訓練 

様々な規模に応じた訓練の実施が可能 

携帯電話回線 

日常訓練クラウドサー
ビス（開発中） 

・模擬疾病者情報に基づく 

 トリアージ操作等の訓練 

・訓練結果の評価 

情報連絡体制における
情報の収集・伝達・共
有能力の向上 

個人の習熟度 

の向上 

予防対策（訓練の実施） 

訓練の質の向上 
ＰＤＣＡサイクル 

収集した患者情報のタイムスタンプ分析 
 各地点での患者滞留時間、搬送に要した時間etc 
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東京都地域防災計画（震災編）の場合 

緊急医療救護所 

災害拠点病院等 

広域搬送拠点 

災害対策本部 

被災現場 

都内全域／二次保健医療圏／
区市町村の傷病者状況及び、

医療活動状況を把握 

トリアージ結果 
医療活動状況 
現場被害状況 

搬送者情報 

搬送者情報 

現場疾病者情報 
医療活動状況 
現場被害状況 

搬送指示等 

搬送者情報 

院内疾病者情報 
医療活動状況 
病院被害状況 

現場状況を把握 

避難所 

避難者情報 
巡回診療結果 

搬送指示等 

○初動医療体制の整備 
・被害情報の効率的集約 

・搬送先等の迅速な調整と広域搬送の実施 

・保健活動班・巡回診療相談等の医療支援 

○医療施設の確保 
・医療機関及び救護所等の情報収集・分析 

院内の傷病者状況及び
医療活動状況を把握 

○防疫体制の確立 
・避難所における防疫体制整備 

・感染症蔓延予防、感染症流行
状況把握 

搬送指示等 

搬送者情報 

搬送者情報 

：患者の流れ 

：情報の流れ 

情物一致 

情物一致 

情物一致 

情物一致 
情物一致 

現場情報伝達 

指示伝達 
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東京都地域防災計画（震災編）の場合 

災害対策本部 

不足医薬品等の要求 

○医薬品・医療資器材の供給 
・医薬品等の安定供給 

薬剤オーダー 

検査オーダー 

緊急医療救護所／災害拠点病院等 

：薬剤等の流れ 

：情報の流れ 

緊急医療救護所／災害拠点病院等、各
医療現場ごとの薬剤使用状況を把握 

医療現場内の薬剤オーダー／検査オーダー状況を把握 

情物一致 

現場情報伝達 

指示伝達 
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東京都地域防災計画（震災編）の場合 

災害対策本部 

死亡者情報 
身元不明者情報 

○行方不明者の捜索・遺体の検視・検案・身元確認等 
・行方不明者の捜索、収容、検視・検案・身元確認等 

○火葬 
・広域火葬体制の整備 

被災現場／緊急医療救護所／災害拠点病院等 

：遺体等の流れ 

：情報の流れ 

死亡確認 
身元不明者登録 

遺体収容所 火葬場 遺骨遺留品保管所 

遺体収容状況 

遺体搬送指示 

火葬実施状況 
遺骨収容状況 
遺留品情報 

遺体搬送指示 

死亡者を把握 

身元不明者を把握 

遺骨遺留品を管理 

情物一致 

現場情報伝達 

指示伝達 

情物一致 情物一致 情物一致 
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東京都地域防災計画（震災編）の場合 

災害対策本部 

○避難誘導                    ○被災者の他地区への移送 
・避難誘導時の災害時要援護者対策          ・被災者の移送先の決定 

○避難所の開設、運営管理              ・避難手段の確保及び実行 

・開設状況報告 

・避難所での衛生管理対策 

・災害時要援護者の視点になった管理運営 

・ボランティアの受け入れ時の対応 

：被災者の流れ 

：情報の流れ 

避難場所 

災害時要援護者登録 

避難所 

発災前 

自宅 

二次避難所 

災害時要援護者安否情報 
健康状態 
要援護者対策班活動状況 

移送指示 
災害時要援護者安否情報 
健康状態 
要援護者対策班活動状況 

移送指示 

避難者情報 
健康状態 

開設状況 
避難者情報 
健康状態 
衛生状況 

移送指示 

ボランティア登録 
ボランティア活動状況 

都内全域の避難者情報／
避難所管理情報を把握 

他地区避難所 

情物一致 

現場情報伝達 

指示伝達 

情物一致 

情物一致 

情物一致 情物一致 

情物一致 
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過去の災害から医療現場が学んだこと 
災害医療ソリューション 
３ＳＰｉｄｅｒｓのご紹介 
自治体地域防災計画への適用可能 
範囲 
レジリエントな社会の実現に向けて 

本日お話しする内容 
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レジリエントな社会の実現に向けて 

日常使うクレジットカード等の 
ＩＣカードがもたらす「安心・安全」 
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レジリエントな社会の実現に向けて 

ＩＣカードがもたらす
「安心・安全」な社会 


